
 

 

 

 

 

 
 

 
       
   これまでの、そしてこれからの五峡小                                                                 

                      

    校長 出井玲子  
 

今年度もいよいよ最終月となりました。行動制限が緩和され、様々な活動が対面でできた一年でした。 

２月中旬、学校関係者評価が行われました。学校関係者評価は、保護者の皆様にもご協力いただいた「学校

評価」を基に、学校が学校評議員の皆様と一年間の本校の教育活動をふり返るとともに学識経験者の方にご指

導いただくものです。学校評価の結果は、「学校だより２月号」でも一部触れましたが、全項目については、ホー

ムページに掲載しています。学校評議員の皆様には、運動会や展覧会、土曜授業日などにお越しいただき、子

供たちの姿を見ていただいてきました。頑張る子供たちを応援していただいたり、ご意見をいただいてきたりした

ことを次の励みや改善に生かすよう微力ながら努めてきました。その中で、「子供たちのあいさつが年々大きな声

になってきた。」「展覧会の作品がどれも丁寧に作られていた。学年が上がるに連れて上手になって子供たちの

成長が実感できた。」などのお言葉をいただきました。それに対して、学識経験者で本校の授業指導もいただい

てきた大学の先生には、開口一番「学校評議員の方や保護者の方が五峡小をよく見てくださって、しかも温かく

見守ってくださっている。」とおっしゃいました。私は、改めて皆様への感謝の気持ちを実感しました。そして、評

価項目「分かる授業」の子供たちの回答が、昨年度よりわずかながら伸びたことに、「学びに向かう力の育成」の

校内研究の成果を上げてくださったものの、「各項目のうち、『思う』『思わない』」ではなく『よく分からない』という

回答が多いものに注目しなければいけない。」とご指導くださいました。 

その中の一つに、「地域との連携」があります。今年度、職場体験や地域調べ、理科の実験授業、書き初めの

ご指導、お箏指導、茶道指導などを多くの方からいただきました。茶道教室では、展覧会で飾った６年生が自分

で作った茶器を使ってご指導をいただきました。地域の商店や公共施設に留まらず、荒川区青年会議所、大学

の先生や学生さん、一般社団法人の皆さんにご協力をいただきました。たった一度でも体験の重みは大きいで

す。学んだことを学校と家庭で共有してまいります。もう一つ、「読書活動」については、本年度は、保護者の図

書ボランティアさんによる読み聞かせを多く取り入れることができました。対象児童を定めて心を込めて読んでく

ださることで、子供たちの心に響く、心が育つ時間になりました。今年度、読書や作文等のコンクールに多く出品

し、多くの子供たちが優秀な成績を納めることができたのも図書ボランティアさんたちの活動のお陰様です。 

また、地域の祭礼などにも多くの子供たちが参加させていただきました。翌日お祭りへの参加を楽しそうに報

告する子供たちがいました。 

さて、２月２７日は、「６年生を送る会」が開かれました。5年生を中心に在校生が企画運営する「子供たちが作

る卒業式」、心温まるひとときでした。６年生の代表の言葉「これまで作り上げてきた五峡小を引き継いでくださ

い。」は、６年間の感謝と誇りにあふれていました。５年生は、この機会が「最高学年になる」という自覚と責任の芽

生えになったことでしょう。６年生には、残り少ない小学校生活を大切に、思う存分に過ごして欲しいと思います。 

 「桃始笑」（ももはじめてさく）は、季節を72に分けた七十二侯の３月上旬の言葉です。まるで、６年生と下級生

が互いを笑顔で讃え敬い合う今回の行事での姿に重なりました。 

 本校の教育目標の一つ「やさしい子」には、〜互いを認め、支え合う〜という意味があります。   

 今年度、本校の教育活動にご協力くださり、子供たちを温かく見守ってくださいました保護者の皆様、地域の

皆様、本当にありがとうございました。今後も教育活動の充実に努めてまいります。 

 

学校だより３月号 

荒川区立第五峡田小学校 

校長 出井 玲子 

令和６年３月１日(金) 

TEL３８９２－９５１５ 

                              五峡小ホームページ   

                     http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI5HAKETA-E/ 

           【学校教育目標】 「かしこい子」 「やさしい子」 「たくましい子」 

 



  

 

 ２７日（火）の３時間目に『６年生を送る

会』を行いました。教室で１年生からメダル

のプレゼントをもらった６年生は、たくさ

んの拍手に迎えられ、体育館に入場しまし

た。各学年からは素敵な出し物のプレゼン

トをもらいました。会の中では、「６年生、

今までありがとう。」「ご卒業おめでとうご

ざいます。」とたくさんのお祝いの言葉をも

らい、６年生はとても嬉しそうでした。 

全校で集まって行う『６年生を送る会』は

久しぶりでしたが、子供たちの思いが詰ま

った素敵な会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 金 
イングリッシュウィーク終 

短なわ朝会 出張なわとび指導(3～6年) 

２ 土  

３ 日 あらＢＯＳＡＩ 

４ 月 全校朝会 委員会活動 

５ 火 なかよし班お別れ遊び 

６ 水 
ＴＯＫＹＯ少年ネットルールフォーラム(6年) 

インクルーシブ教育プログラム(5，6年) 

７ 木 お楽しみ集会 

８ 金 Ｃ時程 

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 全校朝会 Ｃ時程  

１２ 火 Ｃ時程 

１３ 水 そろばん教室(3年) 

１４ 木 そろばん教室(3年) 

１５ 金 安全指導 安全指導朝会 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月 全校朝会 卒業式予行 

１９ 火 大掃除 Ｃ時程 

２０ 水 春分の日 

２１ 木 卒業式(6年生以外は休み) 

２２ 金 5時間授業 給食終 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月 修了式 

２６ 火 春季休業日始 

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金  

３０ 土  

３１ 日  

３月の生活目標「一年間のまとめをしよう」 
 一年間のまとめの月となりました。学習のまと

めをきちんと行うとともに、学校や家での生活、

放課後の過ごし方等について振り返ってみましょ

う。次の学年に向けた準備や心構えができるよう

にしたいと思います。学校でも身のまわりや教室

の整理・清掃を行えるよう指導していきます。 

 学区域外に児童だけで遊びに行くことや火遊び

はしてはいけない約束になっています。放課後の

遊び方や SNS・ゲームの約束についてご家庭でも

たびたび確認してください。トラブルを防ぐため

にご協力をお願いいたします。ルールや約束など

詳しくは春休みの過ごし方に載っていますのでご

確認ください。  

 

 

本校では、「親切・思いやり」「生命の尊

重」を重点に置き 1 年間授業を行ってきまし

た。道徳の授業では、教材を通して自己を見

つめる機会を大切にしています。講演会に参

加された保護者の方々からは、授業を見ての

感想やこれからの社会を生きる子供たちに

はどのような道徳性が求められるのかなど

お話いただきました。講師の先生からは、親

御さんが成すべきことを示しながら、一人一

人のよさを認め励ますことの大切さを語っ

ていただきました。ぜひご家庭でも道徳の授

業について話題にしてみてください。 

  

令和３年度より、東京都授業改善推進拠

点校として「学びに向かう力を育てる授業

づくり」の研究を進めてまいりました。２月

１日（木）に、２・３・６年生が授業公開を

し、研究発表会を開催いたしました。課題に

前向きに取り組み、自分の考えを友達にす

すんで伝える姿が見られました。一人一人  

の子供たちが主体的に学びに向

かう姿を多くの来校者の皆様に

お見せすることができました。

引き続き、教職員一丸となって

授業改善に努めていきます。 

特別活動  生活指導  

 

道徳担当  

研究担当  

※3 月は予告なしの避難訓練があります。 


